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自己免疫網膜症（Autoimmune retinopathy: AIR）は、網膜細胞を標的とする自己免疫反

応による網膜症であると考えられており、広義には癌随伴網膜症（CAR）やメラノーマ随

伴網膜症（MAR）も含まれる。AIR では網膜細胞が進行性に障害されて著しい視機能障害を

おこすが、診断の決め手となる所見やバイオマーカーが確立されておらず日常の眼科診療

で診断に苦慮することも多い。そこで本研究班では令和 5 年度より新たに AIR グループを

立ち上げ、日本における AIR の実態調査や診療ガイドライン作成などを行うことを計画し

た。本年度は、今後 3 年の調査研究ロードマップを策定し、AIR を多く診療している主な

機関施設（大学病院や日本眼科学会評議員の施設）に調査票を送付する準備を行った。 

 

Ａ．研究目的 

自己免疫網膜症（Autoimmune 

retinopathy: AIR）は、網膜細胞を標的と

する自己免疫反応による網膜症であると考

えられており、広義には癌随伴網膜症

（CAR）やメラノーマ随伴網膜症（MAR）も

AIR に含まれる。AIR では網膜細胞が障害

されて著しい視機能障害をおこすという特

徴を持つが、診断の決め手となる所見やバ

イオマーカーが確立されておらず、日常の

眼科診療では診断に苦慮することが多い 

AIR の治療に関しては、ステロイドや免

疫抑制剤などが有効であるという報告はあ

るが、標準となる治療法やガイドラインは

確立されていない。 

そこで本研究班では、令和 5 年度より新

たに AIR グループ（G10）を立ち上げ、日

本における AIR の実態調査、診療ガイドラ

イン作成などを行い、指定難病に該当すれ

ばその申請も行う予定である。 

初年度である本年の目的は、今後 3 年間

における AIR グループのロードマップを策

定し、特に AIR を多く診療している病院を

中心に日本における AIR の実態調査やガイ

ドライン作成を開始することである。 

 

Ｂ．研究方法 

AIR を多く診療している主な機関施設

（大学病院や日本眼科学会評議員の施設）

に文書（アンケート）を送り、どのような

診断基準で診断および治療しているかなど

の実態を調査する。 



 

 

157 

 

（倫理面への配慮） 

今回の研究に関しては患者の個人情報は

全て匿名化し、倫理面に十分配慮して行っ

た。 

 

Ｃ．研究結果 

Web 会議によるグループ内での議論で

は、AIR の診断基準は施設により様々であ

り、また決め手となるバイオマーカーが検

査として確立されていないことが大きな問

題であるとされた。今後 3 年で、実態調査

と診療ガイドライン作成を行うことが決め

られた。 

現在は、AIR を多く診療している主な機

関施設（大学病院や日本眼科学会評議員の

施設）にアンケートを送付する準備を行っ

ている段階である。 

 

 

 

Ｄ．考察 

本研究に関しては、AMED（「自己免疫網膜

症を対象とした多施設共同研究による診

断・治療エビデンスの創出」：研究代表 楠

原仙太郎）との横断的共同研究を行い、よ

り広いオールジャパンでの研究体制を構築

すべきであると考えられた。 

 

E．結論 

本研究班の AIR グループの調査研究によ

り、希少疾患である AIR の実態が明らかに

なり、今後の AIR の診断技術の確立や新た

な治療法開発に役立つ可能性があると考え

られた。 
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1. 特許取得 なし 

 2. 実用新案登録 なし 

 3.その他 なし 


